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議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも見ることができます

●表紙の写真を募集します！

表紙写真｜
新築公民館のおからこ撒き

今は珍しくなった新築棟上げでのおから
こ撒き（餅撒き）がおこなわれた。「おじ
ちゃん、こっち！」と、子どもたちの歓声
が上がった。

撮影者：花見自治会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
特
集
の
続
き
と
一
般
質
問

特
集 
決
算
か
ら
課
題
を
見
え
る
化
！

■
検
証
か
ら
提
案
へ
９
月
定
例
会
は
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
前
年
度
の
決
算
審
査
と

事
務
事
業
評
価
を
行
い
ま
す
。
決
算
の
検
証
経
過
と
、
次
年
度
に
向
け
た
課
題
を
探
り
ま
し
た
。

一般会計　歳入　185億円余
　　　　　歳出　177億円余
特別会計　歳入　 37億円余
　　　　　歳出　 36億円余

　令和４年度一般会計決算は、歳入総額185億円余、歳出総
額177億円余。
　歳入については、自主財源の主力をなす市税が、前年度比
3.9％増の42億7788万円、これに対し、依存財源の主力と
なる地方交付税は、前年度比3.8％減の62億円4423万円と
なりました。
　歳出では、前年度に比べ増加したのが、総務費（＋13.8％）、
教育費（＋12.6％）、商工費（＋4.1％）、公債費（＋7.5％）等で、
減少したのが、土木費（−22.6％）、消防費（−8.6％）、農林
水産業費（−8.3％）災害復旧費（−60.7％）等です。
　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症により大きな影
響を受けた地域経済の活性化策を重点的に行なった年となり
ました。

■財政力指数、経常収支比率、実質公債費比率のどの
数値も、国が定める基準の範囲内に収まっており、
おおむね、健全財政を維持しているものとしています。

項目 4年度 3年度 2年度

財政力指数
１に近いほど財政力が高い

0.44 0.44 0.45

経常収支比率
財政に占める人件費などの
経常経費。高いほど財政の
自由度が低い

91.7％ 89.1％ 94.1％

実質公債費比率
通常見込まれる収入に占める
借金返済額の割合

8.6％ 8.1％ 7.7％

国際芸術祭の
現存する作品を活かしているか

国際芸術祭やアーティスト・イン・レジデンス
等によって地域資源を活用した芸術創作活動、
芸術文化に触れる機会の創出を図る。

委員会審査

問　温泉郷や鷹狩山の現存する作品はど
のように活用されているか。

答　温泉郷では、観光協会を通じて開閉
館されており、温泉郷の宿泊客は無
料で鑑賞可能となっている。

現存する作品を芸術振興や
観光誘客、イベント等に絡め、
有効活用されたい。

地域振興バスの効率的な運行を

ふれあい号のルートから外れた集落で運行。
中学生や高校生の通学、高齢者の皆さんの通院
や買い物利用のため運行。

委員会審査

問　利用ニーズの把握、目標値の設定な
どはどのようにしているか。

答　目標値は設定していないが、運行形
態の見直しや診療送迎についてなど、
随時検討案件によって地域づくり委
員会で検討。

地域住民のニーズに応え、
効率的に運行できるよう
取り組まれたい。

山岳博物館の駐車場利用について

委員会審査

問　駐車場の利用状況はどうか。

答　連休中などは、鷹狩山にトレッキン
グに行かれる方が利用され、駐車場
が半分以上埋まるような状況がある。

付属園整備などと合わせて、
駐車場の増設は必要。
鷹狩山トレッキング利用者
専用駐車場は別に設けるべき。

ふるさと寄付金
令和４年度1.4％増

ふるさとを応援したい、貢献したいという気持
ちを寄附で実現。受けた行政は市内の地場産品
を返礼品として選定。

委員会審査

問　事前に目標などは設定しているのか。

答　目標設定をし、寄付を集めている。
返礼品の情報にもアンテナを張りな
がら、増やしていくことを検討して
いく。

目標額は明確に設定を。
地場の農産物や加工品を
積極的に取り入れ、
地域産業の底上げを。

令和4年度 市税収入、
1.6億円増の42億円

財政状況はどうか？

令和４年度決算審査特別委員会報告

まちづくりくらし

観光

提言提言

提言 提言
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

個人質問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」

が
あ
り
ま
す
。

再
発
防
止
策
と
し
て

具
体
策
は

答　
様
々
な
世
代
ご
と
組
織
の
在
り

方
を
真
剣
に
考
え
る
場
を
設
け
る

Ｑ　
課
題
及
び
再
発
防
止
策
は
。

Ａ　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
意

識
の
欠
如
や
組
織
風
土
に
も
課
題
が
あ
る

の
で
は
と
考
え
る
。
事
案
ご
と
に
再
発
防

止
策
を
検
討
し
て
い
く
と
共
に
、
不
祥
事

が
起
き
た
背
景
に
つ
い
て
も
検
証
し
、
組

松
糸
道
、
町
づ
く
り
に

活
か
せ
る
か

答　
※
１
ス
ト
ッ
ク
効
果
最
大
化
が

最
重
要
。
理
解
浸
透
図
る

Ｑ　
観
光
分
野
、
松
糸
道
の
影
響
は
。

Ａ　
観
光
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短
縮
と
正

確
性
、
広
域
観
光
に
よ
る
選
択
肢
の
拡
大
、

滞
在
時
間
延
長
に
よ
る
市
内
消
費
の
拡
大

等
が
期
待
で
き
る
。

Ｑ　
滞
在
延
長「
プ
ラ
ス
10
分
の
大
町

織
と
し
て
の
構
造
的
な
課
題
は
な
か
っ
た

か
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
庁
内
で
若
手
、
中
堅
、
管
理
職
な

ど
の
世
代
ご
と
に
、
組
織
的
な
課
題
を
考

え
る
場
を
設
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
組
織
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
職
員
の
行
動
規
範
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
現
在
策
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

職
員
の
服
務
や
義
務
を
定
め
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
指
針
等
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
策
定
に
あ
た
り
、
不
祥
事

が
起
き
な
い
組
織
風
土
を
構
築
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て
、
心
理
的
安
全
性
が
確
保

さ
れ
た
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
意
識
す
べ

き
こ
と
は
何
か
等
も
、
指
針
に
含
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
内
部
統
制
の
再
構
築
に
よ
る
不
祥

事
の
再
発
防
止
と
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
回
復
に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
第
一
義
に
、
そ
の
行
為
を
行
っ
た

職
員
に
非
が
あ
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
法
令
順
守
の
意
識

の
欠
如
に
尽
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ

た
状
況
を
生
む
背
景
と
し
て
、
組
織
の
構

造
的
な
課
題
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

職
場
環
境
づ
く
り
は
市
で
働
く
す
べ
て
の

職
員
が
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
と
共
に
、

私
自
身
が
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
確
た

る
信
念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

の
魅
力
」発
掘
が
重
要
。
何
か
考
え
は
。

Ａ　
市
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
民
間
事

業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
取
組

み
を
継
続
す
る
。
楽
し
め
る
大
町
、
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。

Ｑ　
企
業
誘
致
や
農
業
へ
の
影
響
は
。

Ａ　
高
速
交
通
網
に
な
い
こ
と
は
、
企

業
の
物
流
や
出
荷
に
不
利
で
あ
り
、
立
地

に
選
定
さ
れ
な
い
理
由
と
な
る
。
農
業
に

お
い
て
も
品
質
維
持
や
販
路
拡
大
へ
の
影

響
は
大
き
い
。
一
方
、
道
路
計
画
に
よ
っ

て
は
、
残
地
の
不
整
形
や
耕
作
条
件
変
更

等
が
生
じ
る
。
地
権
者
の
意
見
を
伺
い
、

で
き
る
限
り
希
望
に
添
う
よ
う
対
応
す
る
。

Ｑ　
病
院
長
に
問
う
。
高
次
救
急
医
療

機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
つ
い
て
、

生
命
に
ど
の
く
ら
い
影
響
す
る
の
か
。

Ａ　
脳
内
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
、
肺

炎
、
心
肺
停
止
、
急
性
心
筋
梗
塞
等
に
お

い
て
救
命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
一

分
一
秒
で
も
早
い
ア
ク
セ
ス
は
治
療
や
予

後
改
善
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
。

Ｑ　
周
辺
医
療
機
関
と
の
ア
ク
セ
ス
性

向
上
は
大
町
病
院
の
役
割
に
影
響
す
る
か
。

Ａ　
患
者
の
容
態
に
応
じ
た
医
療
の
提

供
、
役
割
分
担
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

在
宅
医
療
や
へ
き
地
医
療
等
、
更
に
地
域

に
密
着
し
た
医
療
を
実
践
で
き
る
と
同
時

に
、
通
勤
性
の
向
上
に
よ
り
医
療
従
事
者

の
確
保
に
も
期
待
で
き
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お

竹た
け

真ま

千ち

子こ

峻
嶺
会
　
　
傳で
ん

刀ど
う

　
健た
け
し

光熱費が高騰する中
電気のプロバイダー契約の状況は

庁内の電気料は新電力エネルギーサービスプロ
バイダー契約を経て、より安価な電力会社
への支払いとなる契約となっている。

委員会審査

問　新電力の電気代は高騰していること
も聞くがプロバイダー契約の状況は
メリットがあるのか。

答　２７９０万円余のメリットはあった。
ただし令和５年度においてはメリッ
トがでていない月もある。切り替え
も検討していく。

光熱水費の高騰を踏まえ、
経費削減を意識し、有利な
電力会社の選択に努められたい。

議会における事務事業評価
　議会では、事務事業評価として令和４年度に行われた事業を各分科会（各委員会）においてピック
アップし、議論・検討の結果を、議会の総意として市長へ提言していくものです。市民サービスの
向上に向けた一つの取り組みです。今回は下記のような評価結果となりました。

第１分科会
（総務産業委員会所管）

地域の活性化につながる事業を中心に検討し
た結果、４事業全部が「改善の上継続」となり
ました。

①市民バス運行事業　　　　改善のうえ継続
②創業支援事業　　　　　　改善のうえ継続
③山岳観光推進事業　　　　改善のうえ継続
④農業マーケティング事業　改善のうえ継続

第２分科会
（社会文教委員会所管）

福祉・医療・教育等市民生活に直結する事業
を中心に検討した結果、4事業全部が「改善の
上継続」となりました。

①児童クラブ運営事業　　　改善のうえ継続
②付属園整備事業　　　　　改善のうえ継続
③ＩＣＴ活用推進事業　　　改善のうえ継続
④認知症総合支援事業　　　改善のうえ継続

●「改善のうえ継続」……対象や実施手法を改善して進めることが望ましい。
●「拡充」…………………予算規模や対象を拡充することが望ましい。
※詳細は市のホームページ大町市議会をご覧ください。

町川発電所の施設管理

無停電電源装置が作動しなかったため、運転を
中止し交換を行った。

委員会審査

問　無停電電源装置の耐用年数、保証期
間は。日常点検はしていたのか。

答　発電所開始以来十数年経過しており、
交換をと考えていたところ、作動し
なくなり急遽交換した。外部委託の
定期点検は実施せず、各メーカーの
耐用年数と実際の機器の状況を見な
がら判断していた。

専門家による
定期点検が必要。

令和４年度決算審査特別委員会報告

窓口では職員が市民の方から厳し
い言葉をかけられる場面も

松本城山公園から望む北アルプス。
麓には長野自動車道が通る

続
く
不
祥
事
、
組
織
を

い
か
に
立
て
直
す
の
か
⁉

人
口
減
少
、
活
き
る
町
づ

く
り
は
現
役
世
代
の
責
任

　　　　　
※１ストック効果
　　…施設の整備により、その地域の生産性、安全性や快適性を高め、衛生環境を改善するなど、
　　　生活の質を向上させる効果を長期的に生み出すこと

用語解説※

提言
提言
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
す
る
、

出
続
け
る
大
腸
菌

答　
湧
水
利
用
の
た
め
適
切
に

対
処
す
る
必
要
が
あ
る

Ｑ　
大
正
時
代
か
ら
約
百
年
。
居
谷
里

水
源
の
科
学
的
調
査
は
し
た
か
。

Ａ　
平
成
元
年　

地
質
・
地
形
等
の

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
涵
養
域
を
調
査
し
た

記
録
が
あ
る
。

Ｑ　
科
学
的
調
査
を
す
べ
き
で
あ
る
。

新
図
面
が

示
さ
れ
て
い
な
い

答　
校
地
選
定
時
に
示
し
た

図
面
は
、
一
例
で
あ
る

Ｑ　
新
小
学
校
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
※
２
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
審
査
で
、

設
計
業
者
一
社
を
選
定
し
た
。

Ｑ　
校
地
選
定
時
の
評
価
検
討
資
料
を

基
に
技
術
提
案
を
受
け
て
い
る
の
か
。

Ａ　
当
初
図
面
は
参
考
資
料
と
し
て
業

老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
更
新
は

答　
新
規
の
整
備
は
抑
制
。
施
設

の
複
合
化
に
よ
り
数
を
縮
減
す
る

Ｑ　
市
民
の
皆
さ
ん
が
頻
繁
に
利
用
す

る
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し

て
い
る
が
更
新
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

ま
た
公
共
施
設
の
総
量
を
定
め
る
新
た
な

計
画
へ
の
見
直
し
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

更
に
市
全
体
の
公
共
施
設
の
集
約
化
や
複

大
町
ス
キ
ー
場
、

宝
か
お
荷
物
か

答　
市
に
と
っ
て
宝
物
で
あ
る

Ｑ　
市
の
財
産
で
あ
る
旧
大
町
ス
キ
ー

場
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
山
高
原
森
の
風
と

土
地
賃
貸
契
約
を
結
び
15
年
が
経
過
し
た
。

現
在
は
、
主
に
オ
フ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
と
し

て
活
用
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

水
源
祭
で
、
集
水
桝
の
す
ぐ
上
部
に
踏
み

込
ん
で
祭
事
を
し
た
の
は
問
題
。
何
人

入
っ
た
か
。

Ａ　
約
百
人
入
っ
た
。
水
源
祭
の
や
り

方
を
今
後
ど
う
す
る
か
、
考
え
る
。

【
市
の
観
光
に
つ
い
て
】

Ｑ　
こ
れ
か
ら
市
の
観
光
を
ど
う
展
開

す
る
か
。

Ａ　
従
来
の
通
過
型
か
ら
滞
在
型
へ
の

転
換
。
多
様
化
し
た
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
。
稼
げ
る
観
光
地
・
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
。

Ｑ　
温
泉
郷
を
今
後
ど
う
す
る
。

Ａ　
大
町
温
泉
郷
の
再
活
性
化
の
た
め

「
大
町
温
泉
郷
未
来
検
討
会
議
」を
設
立
し

た
。
宿
泊
施
設
の
改
修
等
に
よ
り
、
魅
力

の
創
出
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
槍
ヶ
岳
ま
で
の
高
瀬
渓
谷
を
ど
う

考
え
、
ど
う
開
放
す
る
か
。

Ａ　
自
然
の
雄
大
さ
と
、
貴
重
な
エ
リ

ア
と
認
識
し
て
い
る
。
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
。
関
係
省
庁
・
関
係
機
関
、
団
体
等

と
の
連
携
で
、
高
瀬
渓
谷
の
振
興
に
取
り

組
む
。

Ｑ　
「
鷹
狩
山
」な
ど
、
頂
上
の
木
々
が

邪
魔
を
し
て
山
が
良
く
見
え
な
い
。
他
に

も
東
山
観
光
で
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。

Ａ　
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
が
最
大
の
魅

力
。
だ
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。
受
け
入

れ
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

者
に
示
し
た
が
、
新
た
な
案
が
示
さ
れ
た
。

Ｑ　
校
地
選
定
時
に
あ
た
っ
て
は
、
低

学
年
棟
の
建
設
も
大
き
な
判
断
材
料
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　
低
学
年
棟
の
建
設
の
み
で
決
め
て

は
い
な
い
。
現
校
舎
で
教
室
が
足
り
る
か

ど
う
か
で
、
増
築
も
含
め
て
示
し
た
。

Ｑ　
ま
っ
た
く
違
う
図
面
に
な
っ
て
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　
低
学
年
棟
を
外
部
に
建
設
す
る
こ

と
だ
け
が
、
決
め
手
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
。
新
し
い
提
案
を
受
け
て
、
教
育
委
員

会
の
中
で
決
定
し
、
意
見
を
い
た
だ
く
。

　【
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
】

Ｑ　
大
町
病
院
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
資
格
確
認
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　
従
来
の
健
康
保
険
証
が
97
・
３
％

で
マ
イ
ナ
保
険
証
が
２
・
７
％
。

Ｑ　
市
民
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を

使
用
し
て
の
受
診
が
多
数
で
あ
る
。
現
行

健
康
保
険
証
の
存
続
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

Ａ　
適
切
な
対
応
を
国
に
求
め
て
ゆ
く
。

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を
】

Ｑ　
最
近
周
り
の
方
で
、
帯
状
疱
疹
を

発
症
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
全
国
市
長
会
で
、
早
期
定
期
予
防

接
種
化
を
国
に
要
望
す
る
決
議
を
し
た
。

合
化
に
向
け
て
の
今
後
の
展
望
は
。

Ａ　
公
共
施
設
の
縮
減
は
将
来
に
わ
た

る
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
う
え
で
有
効

と
認
識
し
て
い
る
。
継
続
す
る
こ
と
以
外

を
検
討
し
て
い
る
41
施
設
を
中
心
に
施
設

利
用
者
や
関
係
者
と
調
整
を
図
り
、
早
急

に
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
用
途
が
重

複
す
る
施
設
の
統
合
や
複
合
化
の
検
討
が

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
加
え
て
県

な
ど
他
の
団
体
と
の
調
整
も
重
要
な
視
点

と
考
え
て
い
る
。
利
便
性
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
経
済
性
等
を
総
合
的
に
考
慮

し
、
公
共
施
設
全
体
の
効
率
化
を
検
討
す

る
。

【
組
織
職
員
体
制
の
見
直
し
は
】

Ｑ　
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い
く
必
要

が
あ
る
今
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
応
す
る

市
の
組
織
・
職
員
体
制
も
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
市
の
事
業
の
必
要
量

に
つ
い
て
見
直
し
と
、
更
に
今
後
の
組
織

運
営
は
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　
持
続
可
能
な
大
町
市
を
実
現
す
る

た
め
、
市
で
働
い
て
い
る
職
員
全
員
が
生

き
生
き
と
積
極
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
、
組
織
体
制
や
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ　
全
国
的
に
も
貴
重
な
オ
フ
ロ
ー
ド

競
技
・
体
験
の
場
と
し
て
、
有
効
活
用
が

図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

Ｑ　
大
町
ス
キ
ー
場
跡
地
の
年
間
使
用

料
、
約
13
万
円
は
適
切
な
価
格
か
。

Ａ　
適
切
な
価
格
で
あ
る
。

Ｑ　
地
元
の
利
用
者
数
は

Ａ　
把
握
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
こ
の
法
人
に
対
し
て
、
毎
年
事
業

報
告
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
事
業
報
告
書
の
提
出
は

求
め
て
い
な
か
っ
た
が
今
後
検
討
す
る
。

Ｑ　
こ
の
法
人
と
の
土
地
賃
貸
契
約
は

15
年
目
と
な
る
が
、
市
や
法
人
双
方
か
ら
、

特
別
な
意
思
表
示
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　
意
思
表
示
は
な
か
っ
た
。

Ｑ　
こ
の
法
人
に
は
、
き
ら
り
輝
く
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
と
し
て
約

４
百
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

の
追
跡
調
査
は
し
た
の
か
。

Ａ　
追
跡
調
査
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
こ
の
法
人
に
対
し
て
、
約
４
百
万

円
も
の
支
援
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
と
し
て
、
こ
の
法
人
と
良
好
な
関
係
を

築
く
こ
と
で
何
か
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　
市
の
発
展
の
た
め
に
民
間
活
力
を

い
か
に
導
入
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
る

今
後
、
こ
の
法
人
と
の
連
携
を
考
え
て
い

き
た
い
。

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
髙た
か

橋は
し

　
正た
だ
し

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や
田た

　
一か
ず
男お

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま

本も
と

み
ゆ
き

市
民
ク
ラ
ブ
　
中な
か
牧ま
き

　
盛も
り
登と

新しく柵が完成した居谷里水源。
まだサルの出入りは可能

学校施設見学会（旧第一中学校）

人口減少により税収、地方交付税
は減少する。公共施設の維持は

旧大町スキー場跡地

高
温
化
や
野
生
動
物
で
、

居
谷
里
水
源
は
大
丈
夫
か
？

必
要
な
公
共
施
設
の
総
量
を

決
め
る
こ
と
が
必
要

新
小
学
校
、
校
地
選
定
時
の

図
面
が
変
更
は
な
ぜ
か

活
か
せ
民
間
活
力

旧
大
町
ス
キ
ー
場
跡
地

　　　　　
※２プロポーザル方式
　　…建築物の設計者を選定する際に、複数の者に目的物に対する企画を提案してもらい、
　　　その中から優れた提案を行った者を選定すること

用語解説※
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
し
な
い
の
か

答　
計
画
的
に
エ
ア
コ
ン
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く

Ｑ　
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

Ａ　
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
予
定
は
。

Ａ　
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く
。

Ｑ　
※
３
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
設
置

認
知
症
へ
の

偏
見
な
く
す
努
力
を

答　
市
民
が
認
知
症
を
我
が
事
と

し
て
考
え
る
よ
う
啓
発
に
努
め
る

Ｑ　
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
し

認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

Ａ　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
こ
と
。

多
く
の
市
民
が「
我
が
事
」と
し
て
考
え
行

動
す
る
よ
う
啓
発
に
努
め
る
。
認
知
症
サ

女
性
の
権
利
に

配
慮
す
べ
き
だ

答　
国
の
動
向
を
踏
ま
え

あ
り
方
の
検
討
を
進
め
る

Ｑ　
心
は
女
性
と
言
う
法
令
上
男
性
に

よ
る
市
の
女
性
ト
イ
レ
利
用
に
つ
い
て
、

女
性
の
権
利
に
配
慮
し
て
運
営
す
べ
き
で

あ
り
、
女
性
の
切
実
な
恐
怖
感
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　
法
令
上
男
性
で
心
は
女
性
の
方
か

文
化
振
興
計
画
に

地
域
性
を
活
か
せ

答　
当
市
の
芸
術
文
化
関
係
者
を

中
心
に
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る

Ｑ　
大
町
市
文
化
芸
術
振
興
条
例（
仮

称
）と
は
何
か
。

Ａ　
市
の
文
化
芸
術
の
特
性
を
活
か
す

地
域
を
創
造
す
る
た
め
の
条
例
だ
。

Ｑ　
当
市
に
は
沢
山
の
日
展
作
家
が
お

り
、
ま
た
市
民
の
文
化
サ
ー
ク
ル
も
非
常

は
。Ａ　

障
害
者
福
祉
の
向
上
の
為
、
必
要

な
方
の
意
見
や
、
他
の
市
町
村
等
の
状
況

も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

【
大
町
市
の
道
路
行
政
に
つ
い
て
】

Ｑ　
松
糸
道
路
の
課
題
は
な
に
か
。

Ａ　
肯
定
的
な
意
見
の
他
、
疑
問
や
他

の
要
望
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
応
え
る
こ
と

が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ　
景
観
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
い
る
市

の
施
策
と
盛
土
は
相
容
れ
な
い
の
で
は
。

Ａ　
詳
細
な
設
計
段
階
で
影
響
度
合
い

も
踏
ま
え
県
と
と
も
に
対
応
を
検
討
す
る
。

【
鳥
獣
被
害
の
対
策
は
ど
う
か
】

Ｑ　
温
泉
郷
で
の
熊
の
対
策
は
。

Ａ　
周
辺
の
草
刈
り
の
実
施
、
鹿
島
大

橋
上
下
流
の
立
木
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
他
の
地
区
で
も
出
没
し
て
い
る
。

そ
の
時
の
対
応
策
は
。

Ａ　
緊
急
情
報
メ
ー
ル
で
の
注
意
喚
起
、

関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
、
現
場
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

【
市
の
不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
】

Ｑ　
市
が
紹
介
し
て
い
る
場
合
、
本
来

は
無
料
が
原
則
で
は
。

Ａ　
当
事
者
同
士
が
納
得
し
た
価
格
で

交
換
し
て
い
る
。

ポ
ー
タ
ー
、キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
は「
認

知
症
カ
フ
ェ
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
新
た
な
場
で
活
躍

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て
】

Ｑ　
帯
状
疱
疹
に
か
か
る
高
齢
者
が
増

加
し
て
い
る
。
大
変
な
激
痛
を
と
も
な
う

と
聞
く
。
４
万
円
も
か
か
る
ワ
ク
チ
ン
は

大
き
な
負
担
だ
。
市
の
助
成
を
求
め
る
。

Ａ　
予
防
医
療
は
国
が
全
国
一
律
の
制

度
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
全
国
市
長

会
を
通
じ
国
に
早
期
の
実
現
を
求
め
る
。

【
歩
き
た
く
な
る
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
】

Ｑ　
高
齢
者
に
優
し
い「
歩
き
た
く
な

る
」ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
。

Ａ　
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

よ
り
高
齢
者
が
自
由
に
外
出
で
き
、
木
々

の「
緑
」や
潤
い
を
感
じ
る「
水
」に
触
れ
ら

れ
、「
憩
い
の
場
」に
気
軽
に
集
い
、
笑
い
、

語
り
合
い
、
交
流
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
幸

福
感
に
満
ち
た
ま
ち
を
思
い
描
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ま
ち
は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

ど
の
世
代
に
も
優
し
い「
魅
力
あ
る
ま
ち
」

と
し
て
愛
さ
れ
続
け
る
と
考
え
る
。
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
、
憩
い
の
場
を
整
備
し
、

点
か
ら
線
へ
と
繋
ぐ
こ
と
で
、
ま
ち
の
個

性
と
魅
力
を
生
み
出
す
取
組
み
を
進
め
る
。

ら
利
用
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
面
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
利
用
を
案
内
す
る
。

Ｑ　
法
令
上
男
性
の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
女
性
に
よ
る
公
衆
浴
場
の
女
湯
利
用

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

Ａ　
今
回
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
を
受
け
、
6

月
に
出
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
通
知
で
、
男

女
と
は「
身
体
的
特
徴
を
も
っ
て
判
断
す

る
も
の
」と
さ
れ
て
い
る
。
性
自
認
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
と
の
取
り
扱
い
が
示
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ　
白
紙
状
態
の
小
学
生
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

教
育
は
す
る
べ
き
で
は
無
い
。
保
護
者
の

意
見
を
聞
く
機
会
は
設
け
る
の
か
。

Ａ　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
懇
談
会
や
、
日
々
の
連
絡
な
ど
を
通

じ
て
保
護
者
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

て
い
る
。

Ｑ　
学
校
図
書
館
で
は
、
今
回
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
法
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。ま
た
市
立
図
書
館
の
対
応
は
。

Ａ　
学
校
図
書
館
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

に
係
る
本
や
小
説
、
絵
本
な
ど
10
冊
ほ
ど

導
入
さ
れ
て
い
る
。
学
校
に
よ
っ
て
は
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
係
る
人
権
意
識
を
高
め
る
よ

う
、
読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
て
い
る
。
発

達
段
階
に
応
じ
て
適
切
な
認
識
が
出
来
る

よ
う
努
め
る
。
市
立
図
書
館
で
の
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
図
書
に
つ
い
て
は
、
貸

し
出
し
に
何
ら
の
制
限
も
行
っ
て
い
な
い
。

に
多
い
。
劇
団
四
季
と
の
繋
が
り
、
芸
術

祭
の
存
在
、
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
存
在
す
る
。
豊
か
な
当
市
の
文

化
背
景
を
計
画
に
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

Ａ　
市
独
自
の
文
化
、
そ
の
成
り
立
ち

を
反
映
す
る
た
め
、
具
体
的
な
行
動
計
画

の
策
定
も
同
時
に
進
め
る
。

Ｑ　
文
化
芸
術
と
一
言
で
い
っ
て
も
、

観
光
へ
の
利
用
、
教
育
と
の
関
係
、
健
康

寿
命
の
伸
長
な
ど
、
様
々
な
側
面
が
あ
る
。

課
を
超
え
た
連
携
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ　
関
係
す
る
部
署
と
横
断
的
な
連
携

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て
は
他
分
野
の
声
も
反
映
す

る
よ
う
に
策
定
委
員
会
を
構
成
す
る
。

Ｑ　
先
生
た
ち
の
働
き
方
改
革
が
進
み
、

学
校
で
の
部
活
動
の
外
部
講
師
化
、
地
域

化
が
進
む
。
地
域
の
文
化
サ
ー
ク
ル
と
学

生
達
と
の
連
携
を
作
れ
な
い
か
。

Ａ　
計
画
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
文
化
施
設
も
観
光
に
活
か
す
べ
き

だ
。
文
化
会
館
に
市
外
か
ら
の
合
宿
利
用

等
の
予
約
が
あ
っ
た
場
合
、
市
内
宿
泊
へ

誘
導
で
き
な
い
か
。

Ａ　
合
宿
が
集
中
す
る
７
・
８
月
の
う

ち
、
特
に
土
日
は
大
町
市
民
の
利
用
も
多

く
、
調
整
に
課
題
が
あ
る
が
、
提
案
を
施

設
運
営
の
参
考
と
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
栗く
り
ば
や
し林

　
陽よ
う
一い
ち

太お
お

田た

　
昭し
ょ
う
じ司

堀ほ
り

　
堅け
ん
一い
ち

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か

村む
ら

　
直な
お

人と

公民館のバリアフリーの充実と、
エアコンの早急な設置を

認知症の人が尊厳を保持し希望を
持って暮らすことができる社会へ

性的マイノリティーへの理解増進
法LGBT法可決。今後どうなる

毎年行われる文化祭。地域の文化
活動は当市の文化資産であり宝だ

六
地
区
公
民
館
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
充
実
を

認
知
症
の
人
と
家
族
が

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
か
ら

女
性
の
権
利
を
守
れ

地
域
の
特
色
を「
文
化
芸
術

振
興
計
画
」に
活
か
せ

　　　　　
※３ヒアリングループ
　　…難聴者の方の聞こえを支援する設備で、マイクを通した音声を直接補聴器や人工内耳に伝える事ができ、
　　　発言者の声等をクリアに聞くことができる

用語解説※
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
意
見
交
換
会
と
常
任
委
員
会
審
査
報
告

農
業
へ
の
影
響
と

災
害
へ
の
対
策
は

答　
異
常
気
象
情
報
の
早
期
予
測

と
市
民
へ
の
情
報
伝
達
の
徹
底

Ｑ　
今
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
農
業
へ

の
影
響
と
対
策
は
。

Ａ　
今
年
の
大
町
市
の
農
業
は
霜・雹・

干
ば
つ
・
高
温
障
害
な
ど
の
影
響
で
農
作

物
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
被
害
を
受

け
た
農
業
者
へ
の
融
資
を
行
う
金
融
機
関

木
崎
湖
周
辺

市
営
設
備
の
管
理
は

答　
市
営
駐
車
場
・
公
衆
ト
イ
レ
・

シ
ャ
ワ
ー
室
・
桟
橋
等
が
あ
る

Ｑ　
市
営
駐
車
場
に
車
を
停
め
、
小
さ

い
子
供
が
水
に
親
し
む
事
が
出
来
な
い
、

と
い
う
声
が
あ
る
が
。

Ａ　
管
理
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
方
に
事
情
を
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
確
認
の
た
め
、
も
う
一
度
聞
く
が

市
に
お
け
る

観
光
業
の
位
置
づ
け
は

答　
持
続
可
能
な
発
展
に
欠
か
せ

な
い
要
素
と
位
置
づ
け
て
い
る

Ｑ　
市
民
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
観
光
施
策
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

Ｑ　
観
光
振
興
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
何
か
。

Ａ　
５
項
目
あ
る
う
ち
の
２
つ
目
に
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が
あ
る
。

松
糸
道
路
景
観
・

生
活
環
境
重
視
を

答　
不
安
や
疑
問
に
応
え
、

ル
ー
ト
案
を
一
本
に
絞
る
段
階
だ

Ｑ　
７
月
開
か
れ
た
説
明
会
で
長
野

県
は「
西
ル
ー
ト
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

周
辺
住
民
に
与
え
る
景
観
を
は
じ
め
と
す

る
、
生
活
環
境
の『
影
響
評
価
』は
行
わ
な

い
」と
表
明
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

に
対
し
て
利
子
助
成
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

異
常
気
象
の
対
策
と
し
て
は
、
気
象
状
況

を
早
め
に
情
報
収
集
し
て
、
作
付
け
計
画

を
作
成
す
る
な
ど
、
県
農
業
農
村
支
援
セ

ン
タ
ー
や
農
協
と
連
携
し
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
霜
被
害
に
効
果
の
あ
る
防

霜
フ
ァ
ン
導
入
の
支
援
策
と
し
て
、
国
の

補
助
制
度
や
市
の
農
業
等
総
合
支
援
事
業

の
活
用
が
あ
る
。

Ｑ　
有
機
栽
培
を
推
進
す
る
に
は
良
い

施
策
や
助
成
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
有
機
栽
培
の
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
組
織
に
対
し
、
国
の
環
境
保
全
型
直
接

支
払
事
業
を
活
用
し
て
の
補
助
金
交
付
や

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
る
。
加
え
て
、
国
か
ら
の

有
機
農
業
に
係
る
有
効
な
補
助
制
度
に
つ

い
て
、
農
業
者
に
周
知
を
図
る
。

Ｑ　
異
常
気
象
が
起
こ
す
災
害
に
対
す

る
防
災
・
減
災
対
策
は
。

Ａ　
防
災
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
戸

別
受
信
機
の
配
備
が
有
効
で
あ
る
。
戸
別

受
信
機
を
全
戸
に
無
償
で
配
布
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
市
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
多
く
の
方
に
設
置
戴
け
る
よ
う
努
め

る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
イ
ン
フ

ラ
は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ　
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

木
崎
湖
市
営
駐
車
場
の
管
理
者
は
誰
か
。

Ａ　
管
理
者
は
、
観
光
課
所
管
で
あ
る
。

Ｑ　
駐
車
場
の
業
務
委
託
を
し
て
い
な

い
方
が
、
自
主
的
に
管
理
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
委
託
料
は
払
っ
て
い
な
い
が
、
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　
木
崎
湖
市
営
駐
車
場
の
利
用
方
法

等
の
看
板
は
あ
る
か
。

Ａ　
駐
車
場
の
安
全
面
や
適
正
な
管
理

運
営
に
向
け
、
看
板
の
設
置
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
過
去
10
年
分
の
木
崎
湖
市
営
駐
車

場
の
売
り
上
げ
と
業
務
委
託
料
は
。

Ａ　
使
用
料
収
入
合
計
は
二
二
八
万
円

余
で
委
託
料
は
二
七
五
万
円
余
で
令
和
3

年
度
か
ら
観
光
振
興
の
一
環
で
無
料
開
放

さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
駐
車
場
と
し
て
の
売
上
は
黒
字
で

は
な
い
状
況
か
。

Ａ　
四
六
万
円
余
の
赤
字
だ
。

Ｑ　
木
崎
湖
市
営
設
備
が
、
私
物
化
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
。

Ａ　
疑
念
を
持
た
れ
て
い
る
利
用
者
が

い
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。
事
業
者
と

話
し
合
い
、
利
用
し
や
す
い
形
に
す
る
。

Ｑ　
木
崎
湖
安
全
ル
ー
ル
の
制
定
は
。

Ａ　
関
係
者
と
話
し
合
い
、
条
例
の
必

要
性
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
営
駐
車
場
・
市
営
ト
イ
レ
・
市

営
桟
橋
は
誰
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
。

Ａ　
市
民
・
観
光
客
の
方
の
た
め
、
管

理
は
当
然
大
町
市
が
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　
観
光
業
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
は
ど
ん
な
も
の
か
。

Ａ　
観
光
客
を
呼
び
込
む
重
要
な
取
組
。

Ｑ　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
ち

上
げ
は
可
能
か
不
可
能
か
。

Ａ　
不
可
能
で
は
な
い
。

Ｑ　
大
町
と
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
相
性
が
良
い
の
か
、
悪
い
の
か
。

Ａ　
非
常
に
相
性
は
い
い
。

Ｑ　
ど
ん
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

Ａ　
撮
影
時
の
飲
食
、
宿
泊
、
観
光
誘

客
な
ど
一
定
の
経
済
効
果
に
繋
が
る
。

Ｑ　
す
ぐ
に
で
も
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
は
、
効
果

が
見
え
に
く
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ

と
か
ら
早
期
の
立
ち
上
げ
は
困
難
。

【
小
中
学
校
の
課
外
授
業
に
つ
い
て
】

Ｑ　
課
外
授
業
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
教
育
委
員
会
で
取
組
め
な
い
か
。

Ａ　
各
学
校
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

【
一
般
質
問
に
つ
い
て
】

Ｑ　
一
般
質
問
に
お
け
る
検
討
す
る
趣

旨
の
答
弁
へ
の
対
応
状
況
の
公
表
を
制
度

化
で
き
な
い
か
。

Ａ　
研
究
し
て
い
く
。

Ａ　
環
境
ア
セ
ス
は
、
一
定
の
規
模
以

下
な
の
で
行
わ
な
い
も
の
だ
。

Ｑ　
県
が
示
し
た「
西
ル
ー
ト
案
」は
そ

の
選
定
に
当
た
り
、
周
辺
の
住
民
に
及
ぼ

す
景
観
や
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。こ
れ
で
、こ
の
ル
ー

ト
選
定
に
明
ら
か
な「
欠
陥
」が
あ
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
た
。
市
長
の
認
識
を
聞
く
。

Ａ　
50
回
近
く
の
説
明
会
を
開
き
、
一

定
の
合
意
形
成
・
理
解
は
得
ら
れ
た
。

Ｑ　
住
民
は「
松
糸
道
路
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
影
響
を
受
け
る
自
分
た
ち
の

意
見
要
望
を
充
分
に
汲
み
上
げ
て
ル
ー
ト

選
定
を
し
て
ほ
し
い
」と「
切
」に
願
っ
て

い
る
。
市
長
は
、
こ
う
し
た
住
民
の「
声
」

を
、「
い
つ
」、「
ど
の
よ
う
な
方
法
」で
聞

く
つ
も
り
か
説
明
を
。

Ａ　
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
72
％
の
方

が
理
解
し
た
と
答
え
た
。

Ｑ　
６
月
議
会
で
、「
安
曇
野
市
の
県

ル
ー
ト
案
の
見
直
し
、
ル
ー
ト
の
変
更
を

実
現
し
た
」例
を
取
り
上
げ
市
長
の
見
解

を
求
め
た
が「
現
段
階
で
は
、
市
が
県
に

現
行
ル
ー
ト
帯
案
の
再
検
討
を
求
め
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
」と
答
え
た
。
で
は
、

「
ど
の
段
階
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」と

判
断
し
て
い
る
か
説
明
を
。

Ａ　
西
ル
ー
ト
変
更
の
余
地
は
無
い
。

峻
嶺
会
　
一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で
章あ
き

市
民
ク
ラ
ブ
　
小お

澤ざ
わ

　
悟さ
と
る

植う
え
松ま
つ

　
悠ゆ
う
一い
ち
郎ろ
う

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

線状降水帯はどうしてできるのか
（気象庁）早めの対応を

現在無料市営駐車場

市内でも実績多数。ロケ誘致に力
を入れるべき

松川村までは環境への影響が最小の
高瀬川右岸のルートだ。まず検討を

今
年
の
異
常
気
象
は

災
害
級
！

木
崎
湖
市
営
設
備
を

開
放
せ
よ

効
果
は
認
め
る
が
、や
ら
な
い
？

そ
の
こ
こ
ろ
は
？

住
民
の
声
を
聞
か
な
い

ル
ー
ト
選
定
は
見
直
し
を



　
令
和
５
年
７
月
12
日（
水
）、
大
町
市
連
合
自
治
会
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
改
選
後
、
最
初
の
意
見
交
換
と
い
う
こ
と
も
あ
り「
議
員
定
数
・

報
酬
」に
つ
い
て
は
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
非
常
に
高
く
、

様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少

に
よ
り
全
国
的
に
も

議
員
の
成
り
手
不
足

が
深
刻
と
な
る
中
、

大
町
市
に
お
い
て
も

「
議
員
の
兼
職
に
つ
い

て
」見
直
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　
そ
し
て「
自
治
会
の

あ
り
方
」そ
の
も
の
に

つ
い
て
も
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
、
自
治

会
役
員
の
負
担
軽
減

は
喫
緊
の
課
題
と
の

認
識
を
共
有
し
ま
し

た
。

大
町
市
連
合
自
治
会
と
の

意
見
交
換
会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に

付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
49
号 

令
和
５
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
53
号

令
和
５
年
度
大
町
市

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

議
案
第
53
号

令
和
５
年
度
大
町
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
賛
成
多
数
で
可
決

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

議案の概要

議案の概要

議案の概要

農
業
用
施
設
管
理
事
業

１
６
０
０
万
円
。
地
震
耐
性
評

価
業
務
の
委
託
料

認
定
こ
ど
も
園
運
営
支
援

事
業
に
お
け
る
、
送
迎
バ

ス
に
設
置
す
る
、
子
ど
も

の
置
き
去
り
を
防
止
す
る

安
全
装
置

窓
口
業
務
を
、
令
和
５
年
度

か
ら
令
和
10
年
度
の
間
、
民

間
委
託
す
る
た
め
の
委
託
料

を
債
務
負
担
行
為
と
し
て
追

加

大
町
病
院
、
医
療
機
器

の
更
新
。
患
者
の
検
査

で
の
負
担
軽
減
に
。

防
災
重
点
た
め
池
の

地
震
耐
性
を
調
査

送
迎
バ
ス
で
の

子
ど
も
の
置
き
去
り

防
止
を

業
務
改
善
に
向
け
、

窓
口
業
務
を

民
間
委
託
へ

病
院
会
計
黒
字
化

医
療
機
器
の

更
新
へ

一
般
質
問

委
員
会
審
査

Ｑ　
　
市
内
す
べ
て
の
た
め
池
が
対
象

な
の
か
。

Ａ　
市
内
25
ヶ
所
の
た
め
池
の
う
ち
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
防
災
重
点
た
め
池
に

指
定
さ
れ
た
８
ヶ
所
を
評
価
対
象
と
し
、

令
和
６
年
度
に
行
う
予
定
の
２
ヶ
所
を
前

倒
し
し
て
行
う
。
た
め
池
の
堤
体
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
土
質
調
査
の
結
果

を
も
と
に
設
計
対
象
地
震
動
に
対
し
て
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
解
析
し
評
価

す
る
。
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
補
助
金

を
活
用
す
る
も
の
で
、
補
助
率
10
分
の
10

を
予
定
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
認
定
こ
ど
も
園
運
営
支
援
事
業
に

お
け
る
、
送
迎
バ
ス
に
設
置
す
る
子
ど
も

の
置
き
去
り
を
防
止
す
る
安
全
装
置
の
詳

細
は
。

Ａ　
バ
ス
の
後
部
に
設
置
し
、
エ
ン
ジ

ン
停
止
時
に
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
ブ
ザ
ー
を

止
め
る
た
め
に
運
転
手
が
バ
ス
の
後
部
ま

で
移
動
す
る
必
要
が
あ
り
、
バ
ス
を
離
れ

る
際
に
は
必
ず
社
内
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
り
、
子
ど
も
の
置
き
去
り
を
防
止
す
る

こ
と
に
繋
が
る
装
置
で
あ
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
は
。

Ａ　
民
間
の
活
力
を
活
か
し
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
戦
略
的
な

経
営
対
策
に
職
員
が
取
り
組
め
る
環
境
を
構

築
し
、
事
業
の
効
率
化
、
人
員
コ
ス
ト
の
削

減
を
図
る
こ
と
で
業
務
改
善
に
繋
げ
ら
れ
る

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
更
新
す
る
医
療
機
器
の
詳
細
は
。

Ａ　
生
化
学
分
析
装
置
は
採
取
し
た

血
液
や
尿
を
分
析
す
る
装
置
で
、
1
時

間
あ
た
り
に
検
査
で
扱
え
る
件
数
が
従

来
の
装
置
に
比
べ
１
・
５
倍
と
な
る
。

眼
底
撮
影
装
置
は
、
瞳
孔
を
開
く
た
め

の
目
薬
が
不
要
と
な
る
た
め
、
検
査
後
、

患
者
が
す
ぐ
に
運
転
し
て
も
支
障
が
な

い
も
の
で
あ
る
。

奨
学
金
制
度
の

見
直
し
を

答　
評
価
基
準
や
制
度
の
見
直
し

を
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
た
い

Ｑ　
進
学
す
る
学
生
の
半
数
程
が
何
ら

か
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
が
、
市
の

奨
学
金
事
業
の
目
的
は
。

Ａ　
成
績
優
秀
で
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
生
徒
ま
た
は
学
生
に
、

貸
与
又
は
給
付
す
る
も
の
で
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
も
の
で
も
あ
る
。

Ｑ　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
と

い
う
制
度
に
し
て
は
、
問
合
せ
や
利
用
実

態
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
周
知
の
方

法
な
ど
に
問
題
は
。

Ａ　
利
用
実
態
が
低
い
の
は
利
用
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
奨
学
金
と
比
較
し
た
上
で
、

他
の
奨
学
金
を
選
択
す
る
こ
と
が
利
用
実

態
の
低
さ
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
に
つ
い

て
は
学
校
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
も
含
め

周
知
に
努
め
た
い
。

Ｑ　
学
業
成
績
平
均
４
・
０
以
上
等
、

規
則
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。
一
芸
に
秀
で
た
特
色
あ
る
人
材
や

将
来
の
活
力
あ
る
人
材
へ
の
支
援
に
も
奨

学
金
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ　
将
来
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め

に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
も
含
め
、
市
と

し
て
奨
学
金
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
た

い
。

【
出
産
祝
金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
】

Ｑ　
現
在
の
出
産
祝
金
を
、
第
１
子
か

ら
10
万
円
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

Ａ　
県
内
自
治
体
の
中
で
も
高
い
水
準

で
あ
る
事
か
ら
現
時
点
で
は
難
し
い
が
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
重
点
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
、
な
お
力
を
尽
く
し
た
い
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
西に
し
澤ざ
わ

　
和た
か
保ほ

７月12日市役所にて意見交換会を開催

子供達が健やかに、将来的に大町
に住み続けたくなる手厚い施策を

常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が
質た

だ

し
た
９
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

将
来
の
子
供
達
へ
の
子
育
て
・

就
学
支
援
の
充
実
を
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
55
号

陳
情
第
10
号

議
案
第
64
号

陳
情
第
11
号

陳
情
第
12
号

陳
情
第
13
号

令
和
４
年
度
大
町
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

「
健
康
保
険
証
」の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

大
町
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

私
立
学
校
に
対
す
る
公
費
助
成
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

保
険
証
の
廃
止
を

中
止
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
す
よ
う
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

今
般
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
や
連

続
す
る
不
祥
事
は
、
長
期
に
わ
た

る
市
政
運
営
の
中
で
生
ま
れ
た
職

場
風
土
の
退
廃
で
あ
り
、
市
長
の

責
任
は
重
大
で
あ
る
。

（
宮
田　
一
男
）

松
糸
道
路
ル
ー
ト
帯
案
の
比
較
評

価
で
は「
人
目
線
の
眺
望
・
確
認
」

で「
評
価
を
行
わ
ず
重
要
度
０
・

０
％
」で
あ
り
、
市
民
は
到
底
納
得

で
き
な
い
。（
大
和　
幸
久
）

医
療
現
場
も
人
手
不
足
の
為
デ
ジ

タ
ル
化
は
急
務
。
マ
イ
ナ
保
険
証

取
得
困
難
者
に
は
資
格
確
認
証
が

発
行
さ
れ
、
医
療
提
供
は
何
ら
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。

（
西
澤　
和
保
）

マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
医
療
機
関
が

診
療
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
的

確
な
医
療
に
繋
が
る
。
ま
た
医
療

事
務
、
行
政
事
務
の
人
手
不
足
を

補
う
省
力
化
が
進
む
。

（
山
本　
み
ゆ
き
）

理
事
者
給
与
減
額
議
案
の
二
議
会
連

続
提
出
は
、
異
例
事
態
だ
。
市
長
は
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
理
解
さ
れ
る

よ
う
な
処
分
を
自
ら
に
科
す
こ
と
を

求
め
る
。（
宮
田　
一
男
）

財
政
指
標
は
堅
調
。
企
業
誘
致
２

社
。
移
住
者
の
増
加
、
コ
ロ
ナ
禍

で
支
援
策
を
展
開
し
た
産
業
も
盛

返
す
。
今
後
は
市
政
の
信
頼
回
復

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

（
中
村　
直
人
）

実
質
収
支
額
は
黒
字
。
実
質
公
債

比
率
は
微
増
だ
が
学
校
教
育
施
設

整
備
に
よ
る
も
の
。
将
来
負
担
比

率
も
改
善
し
良
好
。
健
全
財
政
が

維
持
さ
れ
た
。（
大
竹　
真
千
子
）

健
康
保
険
証
の
存
続
は
、
医
療
現

場
の
声
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
市
民

の
使
用
実
態
、
新
聞
へ
の
牛
越
市

長
の
見
解
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。（
宮
田　
一
男
）

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
ぎ
不
安
が
増
す
な
か
、

保
険
証
で
今
ま
で
通
り
の
医
療
が

継
続
で
き
る
。
弱
者
に
や
さ
し
い

保
険
証
の
存
続
を
。

（
大
和　
幸
久
）

他
市
の
例
と
比
べ
大
き
な
減
額
処
分
。

信
頼
回
復
へ
の
道
は
半
ば
だ
が
、
問

題
職
員
へ
の
懲
戒
免
職
や
再
発
防
止

へ
の
計
画
的
な
取
り
組
み
を
評
価
す

べ
き
。（
中
村　
直
人
）

私
学
生
は
年
収
５
９
０
万
円
以
上
で
、

２
７
万
７
２
０
０
円
の
負
担
差
が
あ

る
。
教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
視
点

か
ら
も
格
差
是
正
は
必
要
で
あ
り
実

現
を
。（
大
和　
幸
久
）

マ
イ
ナ
保
険
証
に
は

多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
る
。
現

在
の
保
険
証
を
残
す

の
が
、
解
決
策
だ
と

考
え
る
。

（
栗
林　
陽
一
）

政
府
は
従
来
の
保
険

証
の
持
参
も
求
め
て

い
る
。
現
行
の
保
険

証
を
残
す
の
が
最
大

の
解
決
策
で
あ
る
。

（
栗
林　
陽
一
）

提出案件の審議結果
令和５年８月臨時会および９月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

植
松
悠
一
郎

議案第53号 令和５年度大町市水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第55号 令和４年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第59号 令和４年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決認定

議案第61号 令和４年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決認定

議案第64号 大町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第10号 「健康保険証」の存続を求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第11号 私立学校に対する公費助成を求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 △ △ △ △ △ △ ● ● △ △ △ 一部不採択

陳情第12号 保険証の廃止を中止するよう求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第13号 現行の健康保険証を残すよう求める意見書提出について 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

議事第５号 私立学校に対する公費助成を求める意見書 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 原案可決

議事第６号 マイナ保険証に関する十分な調査及び対策を求める意見書 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

◇全会一致で同意・可決・認定・採択された案件
議案番号等 案件 結果
議案第43号 教育委員会委員の任命について 同意
議案第44号 令和５年度大町市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第45号 大町市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例制定について 原案可決

議案第46号 大町市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
について 原案可決

議案第47号 大町市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例制定について 原案可決

議案第48号 大町市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第49号 令和５年度大町市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第50号 令和５年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第51号 令和５年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第52号 令和５年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第54号 令和５年度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第56号 令和４年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第57号 令和４年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第58号 令和４年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第60号 令和４年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可決認定

議案第62号 令和４年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可決認定

議案第63号 令和４年度大町市病院事業会計決算の認定について 認定
陳情第14号 通学路の安全確保に関する陳情 採択

討論
沸騰!!議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」

「一部不採択に賛成は△」で表示
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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議
員
に
な
り
、
初
め
て
の
当

欄
の
原
稿
で「
北
ア
ル
プ
ス
の

雪
渓
が
、
８
月
に
は
す
べ
て
溶

け
て
無
く
な
る
」現
象
を
あ
げ
、

地
球
温
暖
化
を
テ
ー
マ
に
と
り

あ
げ
た
記
憶
が
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
、
今
年

の
記
録
的
な
猛
暑
は
地
球
温
暖

化
の
脅
威
を
世
界
に
警
鐘
し
た
。

大
町
市
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

「
二
酸
化
炭
素
削
減
」に
向
け
て
、

英
知
を
尽
く
す
時
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
（
大
和
幸
久
）

水稲農家の
みなさんに聞く

❶　水稲を22ヘクタール。
いとこと二人で共同経営
で営む。
❷　親が営んできた米作り
を引き継いでいきたい。
❸　より良い品質や安定し
た収量をめざして日々研
鑽を重ねていきたい。

❶　水稲22ヘクタール、
リンゴ1.4ヘクタール。
❷　市内の農地を守るため
に受託作業をしている。
　おいしいお米、おいしい
リンゴを作りたい。
❸　販売先の開拓・スマー
ト農業に取り組みたい。

❶　水稲７ヘクタールを営む。
❷　兼業経営だった親の農業を
引き継いでいきたいと思った。
❸　隣接するコイン精米所の経
営と合わせて、米の直接販売
を中心に専業経営を軌道に乗
せたい。

❶　水稲15ヘクタール。
❷　地域の農業を守りたい。
❸　スマート農業に取り組み、
　園芸との複合経営をしたい。

本会議の
生中継

Vol.23

議会だより編集委員
【委員長】　一本木秀章　【副委員長】　大和幸久
【委　員】　植松悠一郎　堀堅一　中村直人　栗林陽一　小澤悟　山本みゆき

○開　　会  11月28日（火） 午前10時〜
○一般質問  12月 6日（水） ～8日（金）
○最 終 日  12月19日（火） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は、水稲農家のみなさんに、農業への思いを聞きました。

　❶　何を作っていますか？
　❷　農業への思い
　❸　これから新しく取り組みたいこと

奥原 弘和さん
（常盤）

宮田 知尚さん
（大町）

宮田 秀行さん
（大町）

傳刀 純司さん
（平）

藤巻 光生さん
（常盤）

次回12月定例会予定

傍聴にお越しの際は


